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組合員・準組合員各位


浦安鐵鋼団地協同組合


　景況実感調査委員会


浦安鐵鋼団地景況実感調査結果表
（平成21年11月分）


ご協力ありがとうございました。平成21年11月分の結果をお送りいたします。よろしくご査収ください。


調査対象 169社 回答 161社 回答率 95.3%


前　　　月　　　比 前　年　同　月　比


 調査項目
10％以上
増加・上
昇・好況


やや
増加・上
昇・好況


横這い
・平常


やや
減少・下
降・不況


10％以上
減少・下
降・不況


計
10％以上
増加・上
昇・好況


やや
増加・上
昇・好況


横這い
・平常


やや
減少・下
降・不況


10％以上
減少・下
降・不況


計


 売上数量


14社 20社 56社 41社 28社 159社 11社 9社 22社 27社 83社 152社


8.8% 12.6% 35.2% 25.8% 17.6% 7.2% 5.9% 14.5% 17.8% 54.6%


(10.3) (21.9) (36.8) (18.7) (12.3) (2.0) (2.7) (8.7) (16.8) (69.8)


 売上高


12社 19社 56社 44社 29社 160社 7社 4社 18社 27社 98社 154社


7.5% 11.9% 35.0% 27.5% 18.1% 4.5% 2.6% 11.7% 17.5% 63.6%


(10.3) (23.1) (34.0) (20.5) (12.2) (1.3) (1.3) (6.7) (16.7) (74.0)


 在庫数量


5社 14社 69社 53社 12社 153社 3社 12社 36社 17社 78社 146社


3.3% 9.2% 45.1% 34.6% 7.8% 2.1% 8.2% 24.7% 11.6% 53.4%


(1.3) (11.3) (54.0) (28.7) (4.7) (5.5) (4.8) (19.2) (19.9) (50.7)


 販売単価


0社 9社 77社 62社 7社 155社 4社 4社 21社 27社 93社 149社


0.0% 5.8% 49.7% 40.0% 4.5% 2.7% 2.7% 14.1% 18.1% 62.4%


(0.7) (3.3) (58.9) (33.8) (3.3) (1.4) (2.8) (13.1) (13.8) (69.0)


 収益状況
（粗利）


7社 15社 48社 55社 31社 156社 6社 7社 21社 25社 91社 150社


4.5% 9.6% 30.8% 35.3% 19.9% 4.0% 4.7% 14.0% 16.7% 60.7%


(5.2) (14.9) (46.1) (24.7) (9.1) (1.4) (1.4) (6.1) (23.0) (68.2)


 稼働率
（生産・加工設備）


6社 15社 53社 36社 15社 125社 3社 12社 20社 16社 67社 118社


4.8% 12.0% 42.4% 28.8% 12.0% 2.5% 10.2% 16.9% 13.6% 56.8%


(3.9) (18.1) (52.0) (17.3) (8.7) (1.6) (2.4) (15.4) (20.3) (60.2)


入出庫の
トラック台数


4社 12社 67社 50社 17社 150社 4社 6社 32社 29社 71社 142社


2.7% 8.0% 44.7% 33.3% 11.3% 2.8% 4.2% 22.5% 20.4% 50.0%


(2.1) (18.6) (51.0) (20.7) (7.6) (2.9) (0.7) (13.6) (23.6) (59.3)


 現在の景況感


0社 3社 22社 40社 93社 158社 0社 3社 15社 22社 106社 146社


0.0% 1.9% 13.9% 25.3% 58.9% 0.0% 2.1% 10.3% 15.1% 72.6%


(0.0) (2.6) (24.0) (18.2) (55.2) (0.0) (0.7) (9.0) (18.1) (72.2)


 ３ヶ月後の
景況予測


1社 1社 16社 34社 101社 153社


0.7% 0.7% 10.5% 22.2% 66.0%


(0.7) (3.3) (15.7) (22.9) (57.5)


特記事項  今月も各品種の〔特記事項〕が数多く寄せられましたので、別送にてお知らせいたします


　注　①調査対象会社数は浦安に事業所の無い会社（不在地主など）は除外してあります


　　　②(　)内の数字は前月のパーセントです


　　　③結果表は全品種の動向として集計し、品種別の要因を取り上げる必要がある場合は


　　　　　特記事項欄に別途記載いたします


　　　④本調査の宛先等の変更は、浦安鐵鋼団地協同組合事務局までご連絡ください


　　　　　事務局　TEL：047-350-5311　FAX：047-350-5316
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景況実感調査(１１月）特記事項 


 


毎月、景況実感調査にご協力頂きましてありがとうございます。集計結果は別紙にて


お送りしましたが、今月もたくさんのコメントを頂きましたのでお送りします。ご査


収下さい。 


 


[お断り]毎月のコメントはあくまで個々の“生の声”です。業界全体の標


準的見解とは、若干異なる場合もあります。また、不適当な表現やわかり


にくい表現については書き直しております。信用問題にかかわるものも原


則として掲載しておりません。 


 


 


薄板・表面処理鋼板 


① 11 月の表面処理鋼板の動きは、前月比で落ち込んでいる。在庫は依然少なく、市


況も横這いで推移している。ただし、僚品の熱延、冷延の在庫が増加傾向にあり、


相場も弱気に転じていることから、表面処理も一部に安値も見受けられる。今後


は輸入材も含め、需給による在庫バランスの動向に注視したい。 


② 諸口ユーザーも一進一退で動意は薄い。9 月、10 月と底堅い荷動きがあったが、


11 月は 30％程度落ち込んだ。燭光はまだ見えない。 


③ 新聞、テレビ等での“二番底”の不安はあるものの、現状の努力をするのみだ。 


④ 各需要分野で良い話は聞こえてこないが、久々に前年同月比を数量で上回った。


来年 4 月以降の原料の値上げは避けられない状況にあるようなので、せめて販売


価格を下げずに、市況が最悪でも維持されていかないと 4 月以降は大変なことに


なると思われる。 


⑤ 10 月に比べ多少仕事が出て来た感はあるが、依然低調である。師走という言葉が


まったく当てはまらない。相場は何とか保っているが、年明けも仕事が見込めな


いので、下落するであろう。 


⑥ 産業機械及び情報機器関連の一部に回復傾向のものもあるが、マクロ的には多く


の業種の需給バランスは、供給過多状況が依然継続している。新政権の景気浮揚


策の遅れも加速し、円高が進行し輸出産業への収益圧迫要因となっている。材料


の需給バランスは軟調に推移し、かつ中国、韓国からの輸出攻勢も起りつつあり、


材料安への拍車が掛かりそうな雲行きとなっている。 


⑦ 10 月度に比べ売上はほぼ横這い。しかし、とくに建材関係の価格競争が激しくな


り、収益は下降傾向。今後も、当分この傾向は続くと思われる。 


⑧ 前月比、売上、数量とも微増となった。表面処理薄板は、大きな値崩れもなく数


量は少ないながら需給バランスと在庫の少なさのうえで小康状態。ただ、年明け


からの海外ミルの稼動スケジュールや円高の影響で価格面での上伸はないと考え


ている。むしろ下落リスクを強く感じる。自動車や家電のエコポイント延長が決


まり、エコ住宅減税の新施策が時差なく施行されないと、自動車も息切れしてく


る。穴吹工務店の影響は地方都市で大きく、関連取引先も、その他中所ゼネコン、


専門工事店の疲弊は深刻さを増しており、年末から来年度末まで倒産が現実化し


そうだ。なにせ仕事がない。 
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中板 


① 11 月の販売量は前月比増であったが、前月が悪すぎた結果である。需要は月を追


うごとに減少しており、出口が見えない状況が今後とも続くであろう。建設需要


の停滞、建機・産機の回復は期待出来ない。中板市況は売上の確保から量がまと


まると突っ込んだ安値が見受けられる。足下のコイル価格では採算割れになって


おり、手の打ちようがない状態。今後も、円高による輸入材の動向が市況へ与え


る影響大ではあるが、採算を考えた商売が第一である。しかしながら、現状を考


えると厳しい商売は当面続くと思われる。 


② 環境は良くないが、一部では建築関連等の加工で多忙な社も見受けられる。優劣


がはっきりして来ている。暮れにかけて与信は心配増。 


 


厚板 


① 前月比では増加したものの、量的には低水準であり厳しい状況は続いている。９


月頃までに集中的に入札のあった橋梁の切板が本格的に発注されるのは、年明け


からであるが、今年度の橋梁の発注は 30 万トンに届かないと推測され、高い水準


は期待出来ない状況である。また、首都圏の大型鉄骨は来年春先頃から順次鋼材


発注される見込みであるが、シヤーの加工量に対するインパクトは以前ほど多く


は期待出来ないと思われる。厚板は、まだ建材、建産機等低調であるが、好調な


輸出、エネルギー関連需要に支えられ、比較タイトな状況である。しかし、価格


面では、国内需要の不足と電炉メーカーの再値下げにより、相変わらず先行き不


透明感がある。 


 


一般形鋼 


① 今月に入り下げが加速され、二番底はおろか三番底すら思わせるような展開だ。


下げのすピードが本当に速い。我々流通にとっては、これからが本当の正念場か。


メーカーに対して望むことは、極力過剰な生産を慎んでもらいたいことと同時に


来年の１～2 月分の契約（店売）を極端に絞るか、スキップしてもらいたいという


ことだ。（市場でのメーカーに対する疑心暗鬼を払拭するため） 


 


構造用鋼 


① 店売りについては、月の前半までは引合い、荷動きとも良かったが、月後半より


荷動きが低調になった。紐付は自動車関連を除いては、まだ回復には時間を要す。 


 


その他 


＜鉄スクラップ＞ 


① 10 月、11 月と相場、発生量ともほぼ横這い状態。昨年の 11 月は大暴落の底だっ


たが、1 年経って相場は程よい状態を保っていると思う。ただ発生量は今年の前半


と比べ、鉄の産業が静止、海外シフトと減少していくので、先が不安だ。 


② どうにもならない。困ったことだ。 


＜発生品＞ 


① Ｓ/Ｃ価格は弱含み横這いで、ここ 2～3 週間変化が少ない。メーカー、ＣＣの稼


動率も上向いたとは言え、ピーク時の 70％平均で、1～3月も好要因がなく、弱い


商状が続く。 
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<プレス加工＞ 


① 建築関連の仕事がほぼ皆無。Ｒ加工、バンド加工に対して、穴、曲げ加工の比率


が極端に少ない。「難易度の高い加工」＝「時間の掛かる加工」が増えているが、


その割に単価が上がらない。まさにデフレだ。 


＜金属表面処理加工＞ 


① 11 月は紐付、物件物とも計画通り。スポットは計画より 20％アップとなる。スポ


ットの引合い、成約とも活発であり、12 月以降も同様の動きとなりそうである。


プラント案件の高付加価値を含め、操業は高位安定にて年明け以降まで維持出来


そうである。 


<その他加工＞ 


① H21 年までの加工受注はありそうだが、H22 年は不明。 





